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はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

京都大学生思学研究センターも創立3周年をむかえ，さる4月9日に記念の講演会

を開催いたしました．「生物の多様性を求めて」というタイトルのもとで，中村

桂子さん，嘉田由紀子さんを講師にむかえ，大津市民会館でおこないました．研

究者ばかりでなく，多くの市民も参加してくださり，参加総数130名と，盛会の

うちにおえることができました．当センターの活動が多くの市民にも興味をもっ

ていただけたことはうれしいかぎりです．

センター業績目録第3巻をおとどけします．この「業績目録」のスタイルはこれ

まで類似の組織がだしているものに前例がないため，いろいろな意見が噂として

当センターにながれてきました．「わたしは賛成意見をきいた」，「いや，とん

でもないものをだすという意見をわたしはきいた」などと当センターのあつまり

で紹介されました．こうした伝聞やうわさにもとづいて議論をすすめていくのは

“科学者”としてはずかしいことだから，一度アンケートをとろうということに

なり，ニュースレターをお送りしているみなさまに協力をおねがいしました．

108名のかたがたから返事をいただいた，その結果については別途報告させてい

ただきます．そのなかで，原著論文，解説記事，報告書，新聞記事などを区別し

ない，現在の記載方式については，よい52％，すべてのせるのはよいが分類して

ならべるべきである24％．おかしい（その多くは原著論文に限定すべきという意

見〉　22％，その他2％となりました．分類してならべるべきであるという意見

のかたでも，「超整理法」の影響もあってか，分類に手間がかかるなら不要であ

るとの意見を付記されたかたもいました．分類すべきかどうかを区別しなければ

76％のかたが現在の範囲設定に肯定的な意見でした．また，反対のかたがたにも

反対意見をきっちりとかいていただけました．できるだけ公開の場でこうした議

論をやっていこうとしているセンターとしてはもっともうれしい反応でした．
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大学における業績評価をどのようにしていくかについてはやっと議論が開始され

たところといえましょう．この業績目録がこうした議論のひとつのきっかけにな

れば幸いです．ただ，できるだけみなさまの意見を反映して，形式はよりよいも

のにかえていきたいと思っています．本第3巻を編集するにあたり，ご協力いた

だいた協力研究月をはじめとする方々に心から感謝いたします．また，一層のご

意見，ご批判を賜わるようにお願いいたします．

　　　　　　　　　　　　　　　　生態学研究センター長　　川那部　浩哉

収録内容と凡例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

１．業績目録第３巻には生態学研究センタ－の構成員（常勤スタッフ，大学院生および研修

員）および協力研究員が，1993（平成5）年（「年度」ではない）に発表した業績を収

録します．印刷中のものも，発表年が1993年以降になるものは収録しません．1993年以

降に加わった新構成員については，1993年までの全業績を挙げます．また，第２巻まで

の遺漏についても，遡って収録しています．

２．配列は， (A) スタッフ, (B) 大学院生および研修員, (C) 協力研究員のそれぞれについて，

名前のアルファベット順です． (A) , (B) については，各人ごとに昨年の目録（センター・

ニュース No. 7, 14）に引きつづいて発表年代順のナンバーをふってあります．協力研 究

員については，各巻ごとに 1) からはじまるナンバーをふります．業績の種別（原著論

文，総説，解説記事，報告書など）については区別しません．

３．協力研究員の業績については，業績目録に載せる・載せないは，各研究員の自由意志と

し，「載せてもよい」と判断された方の，そして判断された業績だけを収録しています．

ご協力ありがとうごさいました．

４．印刷の形式は欧文・和文にかかわらず以下の３通りとしました：

（a）定期刊行学術誌掲載の論文など

ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...}  (刊行年)  論文タイトル. 定期刊行物名 巻: 始ページ - 終ページ. 

[ｷｲﾜｰﾄﾞ]

（b）単行本（含翻訳）など

ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...}  (刊行年)  著書タイトル. 総ページ pp. 出版社, 所在地. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]

（c）単行本のなかに掲載の論文など

ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...}  (刊行年)  論文タイトル. In: 単行本名. (ed. by 編者名{; ...})  pp.  

始ページ - 終ページ. 出版社, 所在地. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]
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platntation at Narathiwat, southern Thailand-preliminary report. Island Studies in Okinawa, 11: 
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99) Abe, T. (1993) Gross difference in community structure between forests and grasslands - why are 

forests kept green? - Biology International Special Issue 29, Symbiosphere: ecological complexity 
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Paris.
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U.S.A.
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プ･ 砂漠 (ed. by 安部琢哉 ; 土肥昭夫). pp. 150-152. 朝日新聞社 , 東京.
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In: 動物と植物の利用しあう関係. (ed. by 鷲谷いずみ; 大串隆之). pp. 48-67. 平凡社 , 東京. 

104) 安部琢哉 (1993) 空中窒素を "食べる" シロアリ. 科学 12: 781-788. 

105) 安部琢哉 (1993) 動物のふるまいと社会. In: 基礎生物学講座 9. 生物と環境. (ed. by 太田次郎 

他). pp. 32-49. 朝倉書店, 東京.

106) 安部琢哉 (1993) 動物の相互作用. In: 基礎生物学講座 9. 生物と環境. (ed. by 太田次郎他). 

pp. 82-102. 朝倉書店, 東京.
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polulation after mass flowering and death. Ecol. Res. 8: 215-224.

76) 藤田昇 (1993) 植物群集の中での種の生活－ニッチの視座から－. In: 生物と環境. (ed. by 黒岩

澄雄). pp. 119-138. 朝倉書店, 東京.
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77) 藤田昇; 田中歩; 柴坂三根夫 (1993 )集水域の都市開発に伴う京都市深泥池浮島湿原の生態遷

移. In: 都市の広域化に伴う生態系の変化とその管理. (ed. by 只木良也). pp. 137-146.  ｢人

間－環境系｣ 研究報告集.
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3) Iwasa, Y.; Higashi, M.; Yamamura, N. (1981) Prey distribution as a factor determining the choice of 
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4) Higashi, M. (1982) Applicability of reconstructability analysis to ecology. In: A General Survey of 

Systems Methodology. (ed. by Troncale, L.). pp. 1056-1061. Society for General Systems 

Research, Louisville, KY.

5) Higashi, M.; Klir, G.J. (1982) On measures of fuzziness and fuzzy complements. International Journal 

of General Systems 8: 169-180

6) Higashi, M.; Klir, G.J. (1982) Measures of uncertainty and information based on possibility 

distributions. International Journal of General Systems 9: 43-58.

7) Higashi, M.; Klir, G.J. (1982.) On the notion of distance representing information closeness: 

possibility and probability distributions. International Journal of General Systems 9: 103-115.

8) Higashi, M. (1983) A Systems Modelling Methodology: Probabilistic and Possibilistic Approaches. 

299 pp. Ph.D. Thesis, SUNY-Binghamton, NY, USA. (received the Distinguished Dissertation 

Award in the Science, Mathematics and Engineering Category, 1984)

9) Higashi, M.; Klir, G.J.; Pittarelli, M. (1984) Reconstruction families of possibilistic structure 

systems. Fuzzy Sets and Systems 12: 37-60

10) Higashi, M.; Klir, G.J. (1984) Resolution of finite fuzzy relation equations. Fuzzy Sets and Systems 

13: 65-82.
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11) Higashi, M.; Klir, G.J. (1984) Identification of fuzzy relation systems. IEEE Transactions on 
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19) Klir, G.J.; Parviz, B.; Higashi M. (1986) Relationship between true and estimated possibilistic 

systems and their reconstructions. International Journal of General Systems 12: 319-331.

20) Klir, G.J.; Higashi, M. (1987) The use of uncertainty measures in systems science. In: Proc. Second 

IFSA (International Fuzzy Systems Association) Congress. pp. 94-97.

21) Higashi, M.; Klir, G.J. (1987) Applications of finite fuzzy relation equations to systems problems. 

In: Proc. Second IFSA (International Fuzzy Systems Association) Congress. pp. 547-550.

22) Higashi, M.; Patten, B.C. (1989) Dominance of indirect causality in ecosystems. The American 

Naturalist 133: 288-302

23) Higashi, M.; Burns, T.P.; Patten, B.C. (1989) Food network unfolding : an extension of trophic 

dynamics for application to natural ecosystems. Journal of theoretical Biology 140: 243-261.

24) Patten, B.C.; Higashi, M.; Burns, T.P. (1989) Network trophodynamics: the food web of an 

Okefenokee swamp aquatic bed marsh. In: Freshwater Wetlands and Wildlife. (ed. by Sharitz, R.; 

Gibbons, J.W.). pp. 401-424. U.S. Department of Energy, Oak Ridge. 

25) 東正彦 (1989) 群集･生態系における間接効果. 個体群生態学会会報 45:37-47.

26) Patten, B.C.; Higashi, M.; Burns, T.P. (1990) Trophic dynamics in networks: significance of cycles 

and storage. Ecological Modelling 51: 1-28.

27) Higashi, M.; Ohgushi, T. (1990) Three interconnections in ecology. In: Ecology for Tomorrow. (ed. 
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by Kawanabe, H.; Ohgushi, T.; Higashi, M.). pp. 199-205. Physiology and Ecology Japan (Vol. 

27, Special Number), Kyoto.

28) Kawanabe, H.; Ohgushi, T.; Higashi, M. ed. (1990) Ecology for Tomorrow. Physiology and Ecology 

Japan, Vol. 27, Special Number.

29) 東正彦 (1990) 多様な生物の共存のしくみ. 遺伝 44: 15-18. (特集 ｢新しい生態学ヘの招待｣ ―

種間関係を見直す)
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42) 甲山隆司 (1993) 熱帯林を形づくる樹木の多彩な生活. 遺伝 47 (10): 37-43.

43) 甲山隆司 (1993) 熱帯雨林ではなぜ多くの樹種が共存できるか. 科学 63: 768-776.

NAKANISHI, Masami　中西正己　　　　　　　　         　　　　　　　　　         

52) 中西正己 (1993) 人間活動と琵琶湖. In: 環境学を学ぶ人のために (ed. by 高橋正立、石田紀郎) 

世界思想社.

53) Aoki, T.; Kumagai, M.; Nakanishi, M. (1993) Development of DOC probe and application to water 

in Lake Biwa. Verh. Internat. Verein. Limnol. 25: 200-202.

54) Nakano, S; Miyajima, T; Nakanishi, M; Tezuka, Y. (1993) Abundance of algal picoplankton and 

heterotrophic flagellates ih the south basin of Lake Biwa, with special attention to nutrient levels. 

Ann. Rept. Interdiscipl. Res. Environ. Sci. 12: 55-63.

55) Miyajima, T.; Nakanishi, M; Nakano, S.; Tezuka. Y. (1993) An autumnal bloom of the diatom 

Melosira granulata in a shallow eutrophic lake: physical and chemical constraints on its population 

dynamics. Arch. Hydrobiol. (in press).

56) Nakanishi, M. (1993) Influence of exploitation of littoral zone on bio-communities in Lake Biwa. 

Proceedings of International Symposium on "the Recent Advances in Ecosystem and 

Environmental Problems". Kyungpoo, National University, Korea. (in press)

SHIMIZU, Isamu　清水 勇　　　　　　　　                 　　　　                    　　　

86) 清水勇 (1993) レーザーメスを用いた昆虫における光周反応機構の研究. 平成3､4年度文部省

科研費　(一般研究C) 補助金成果報告書. pp. 1-18.
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87) 清水勇 (1993) 霧を食べる砂漠の生き物. In: 週刊朝日百科 10: 134-135.

SUGIMOTO, Atsuko　杉本敦子　　　　　　　　         　　　　　　　 　　　      

10) Sugimoto, A.; Wada, E. (1993) Carbon isotopic composition of bacterial methane in a soil 

incubation experiment: Contribution of acetate and CO 2/H2. Geochim.Cosmochim. Acta 57: 

4015-4027. [methane, acetate, d13C]

11) Sugimoto, A.; Wada, E. (1993) Carbon and hydrogen isotope ratios of bacterial methane and its 

formation mechanism: International symposium on Global Change (IGBP) proceeedings: 115-121. 

[methane, d13C, dD]

12) 杉本敦子 (1993) 水循環と生物. In: 水の惑星地球. (ed. by 寺本俊彦). 地球環境セミナー4. pp. 

109-114. オーム社, 東京. [蒸散、水循環、土壌微生物]

TABATA, Hideo　田端英雄　　　　　　　　             　　　　　　             　　　

88) 田端英雄 (1993) 深泥池の自然－池とその周りの林. 京都新聞 1993/3/1.

90) 田端英雄 (1993) 深泥池の自然－自然の遺産. 京都新聞 1993/4/19.

91) 中川毅; 安田喜憲; 北川浩之; 田端英雄. (1993) 三方湖表層堆積物中の花粉出現率の分布. 日

本花粉学会誌. (Jpn. J. Palynol.) 39: 21-30.

92) 田端英雄 (1993) 水を知る－植物との密接な関係 (8). 植物と水－水ポテンシャル, 水の移動, 

浸透圧調節－. 園芸マニア 3 (8): 30-31.

93) 黒岩常祥; 長田敏行; 鈴木孝仁; 岡田稔; 大石正; 田端英雄; 長田芳和他著 (1993) 新編生物 IB. 

199pp. 数研出版 (株)、東京･京都.

94) 田端英雄 (1993) ２つの生物地理学. In: 生物と環境 (ed. by 太田次郎他). pp. 168-190. 朝倉出

版､東京.

95) 田端英雄 (1993) 里山の価値－呉羽丘陵の破壊に思いを駆せて－. In: 呉羽丘陵黒書. 富山県自

然保護団体連絡協議会、富山 (印刷中).

TEZUKA, Yasuhiko　手塚泰彦　　　　　　　　         　　　   　　　　            　

96) 手塚泰彦 (1993) 日本陸水学会の発展に向けて (巻頭言). 陸水雑 54：1-2. [日本陸水学会､学際

化､国際化､陸水雑の充実､若手研究者の育成]

97) Tezuka, Y; Nakano, S. (1993) Induction of Anabaena bloom by nutrient enrichment to the lake water 

collected from the south basin of Lake Biwa. Jpn. J. Limnol. 54: 85-90. [induction, Anabaena 
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bloom, nutrient enrichment, Lake Biwa]

98) Nakano, S.; Miyajima, T.; Nakanishi, M.; Tezuka, Y. (1993) Abundance of algal picoplankton and 

heterotrophic flagellates in the south basin of Lake Biwa, with special attention to nutrient levels. 

Ann. Rept. Interdiscipl. Res. Inst. Environ. Sci. 12: 55-63. [algal picoplankton, heterotrophic 

flagellates, south basin of Lake Biwa, nutrient levels]

WADA, Eitaro　和田英太郎　　　　　 　　　             　　            　　　　　　　

150) Sugimoto, A.; Wada, E. (1993) Carbon isotopic composistion of bacterial methane in a soil 

incubation experiment: Contribution of acetate and CO 2/H2 Geochim. Cosmochim. Acta (57): 

4015-4027.

151) Wada, E. (1993) Possible impacts of acid rain on aquatic ecosystems from stable isotopic 

viewpoints. In: Proceedings of the International Workshop on Development and Application of 

Biogeochemical Methods in Acid Rain Research. National Inst. for Environ. Studies, Japan. pp. 

117-126.

152) 和田英太郎; 杉本敦子; 吉岡崇仁 (1993) 水と生物 ｢水の惑星・地球｣. 寺本俊彦編著、地球環

境セミナー４、オーム社. pp. 97-124.

153) 和田英太郎 (1993) 生物界の安定同位体に関する国際シンポジウム印象記. Isotope News (2): 

31-33.

154) 和田英太郎; 藤井靖彦他 (1993) 広がる安定同位体の利用. 日本原子力学会誌 (35): 952-977.

155) 林秀剛; 和田英太郎 他 (1993) ワカサギ投入の生物群集への影響. メソコスム湖沼生態系の

解析、西条八束; 坂本充編. pp. 237-256. 名大出版会.

156) 吉岡崇仁; 和田英太郎; 林秀剛; 竹内勝巳; 高橋和志 (1993) 炭素、窒素安定同位体比からみ

た物質循環と食物網. メソコスム湖沼生態系の解析、西条八束; 坂本充編. pp. 271-296. 名

大出版会.

157) 和田英太郎 (1993) 安定同位体は何を語るか. 遺伝 47 (5): 10-14.

158) Wada, E.; Kabaya, Y.; Kurihara, Y. (1993) Stable isotopic structure of aquatic ecosystems. J. 

Biosci. (18) 483-499.

YUMA, Masahide　遊磨正秀　　　　　　　 　         　　　            　　　　 　　

45) 遊磨正秀,編 (1993) 住民参加による水辺の遊び再発見. 202 pp. 平成４年度 (仮称) 琵琶湖博物

館開設準備室委託研究報告書.

46) 遊磨正秀 (1993) ホタルの水, 人の水. 204 pp. 新評論, 東京.
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47) Yuma, M. (1993) Competitive and co-operative interactions in Tanganyikan fish communities. In: 

Mutualism and Community Organization: Behavioural, Theoretical and Food Web Approaches. 

(ed. by Kawanabe, H.; Cohen, J.E.; Iwasaki, K.) pp. 213-227. Oxford Univ. Press, New York.

48) 遊磨正秀 (1993) タンガニイカ湖の自然保護. In: タンガニイカ湖の魚たち (ed. by 堀 道雄). 

pp. 224-239. 平凡社, 東京.

49) 遊磨正秀 (1993) ホタルの秘密 (1. 水辺のホタル, 淡海では; 2. ホタルの光と人の明り; 3. ホ

タルの一生陸上と水中; 4. ホタルは「文化昆虫」) 滋賀民報 1993/8/8,15,22,29.

50) 川那部浩哉; 遊磨正秀, 編 (1993) 生態学からみた安定社会 多様性の維持と促進－タンガニイ

カ湖の魚類群集から－. 277 pp. 第４回京都国際セミナー報告書.

51) 遊磨正秀 (1993) ホタルの幼虫が暮らす環境とは？ FRONT (リバーフロント整備センター) 

6(2):13.

52) 遊磨正秀 (1993) ホタルから水環境を考える. まち＆すまい (住宅都市整備公団) 44: 10-13.
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B. Research Students and Fellows 大学院生・研修員

BELLINGHAM, Peter　ピーター・ベリンガム　　　　　　　　　　　　　　　　

1) Hay, J.R.; Douglas,  M.O.; Bellingham, P.J.  (1985) The North Island kokako ( Callaeas cinerea 

wilsoni) on northern Great Barrier Island. Journal of the Royal Society of New Zealand. 15: 

291-293.

2) Best, H.A.; Bellingham, P.J. (1991) A detailed habitat study of North Island kokako in Puketi Forest, 

Northland.  Science and Research Internal Report No. 103, Department of Conservation, 

Wellington, New Zealand.

3) Bellingham, P.J.; V. Kapos; E.V.J. Tanner; N. Varty,;J.R. Healey; D.L. Kelly; J.W. Dalling; L.S. 

Burns; D. Lee; Sidrak, G. (1992) Hurricanes need not cause high mortality: the effects of Hurricane 

Gilbert on forests in Jamaica.  Journal of Tropical Ecology  8:217-223.

4) Bellingham, P.J. (1991) Landforms influence patterns of hurricane damage: evidence from Jamaican 

montane forests. Biotropica 23: 427-433.

MAKITA, Akifumi　蒔田明史　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

27) Makita, A.; Konno, Y.; Fujita, N.; Takada, K.; Hamabata, E. (1993) Recovery of a Sasa tsuboiana 

population after mass flowering and death. Ecol. Res. 8:215-224. [loss of seeds, mass flowering, 

population recovery, Sasa tsuboiana, seedling growth] 

28) 蒔田明史; 牧田肇 (1993) 八甲田山における一斉開花枯死後のチシマザサの更新過程について.

 富士竹類植物園報告 37: 42-50. [一斉開花; 生残過程; C/F比; チシマザサ; 実生]

29) 蒔田明史; 紺野康夫; 藤田昇; 高田研一; 浜端悦治 (1993) 一斉開花枯死後１６年間のイブキザ

サ個体群の動態. Bamboo J. 11: 印刷中 [イブキザサ; 個体群動態; 一斉開花; 相対照度; 実

生]

30) 蒔田明史; 紺野康夫; 藤田昇; 高田研一; 浜端悦治 (1993) 比良山系のイブキザサの開花枯死と

植生変化.Ｖ.ササ群落の回復とその過程における植生変化. 第40回日本生態学会講演要旨

集: 197 [一斉開花; イブキザサ; 植生動態; ススキ; 実生]

31) Makita, A. (1993) Regulation of the module density of two monocarpic bamboos, Sasa kurilensis and 

S. tsuboiana during the regeneration process. Abstracts of XV International Botanical Congress: 

282 [growth form; intraclonal regulation; Sasa kurilensis ; S. tsuboiana; self-thinning]
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32) 蒔田明史 (1993) 自然観の育成をめざしてー大学一般教育過程での環境教育への生物学から

のアプローチ.�日本環境教育学会第４回大会研究発表要旨集:167-168 [自然観; 多様性; 

実感; 生物学; 大学一般教育; 野外調査]

33) 蒔田明史 (1993) 深泥池の自然 (45) ネザサーめったに花をつけない. 京都新聞 1993/1/18

MATSUBARA, Takeshi　松原健司　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　

13) Matsubara, T. (1993) Rotifer community structure in the south basin of Lake Biwa. Hydrobiologia 

271: 1-10. [rotifer, south basin, Lake Biwa]

14) 松原健司 (1993) ハシビロガモ（Anas clypeata）の食性解析―安定同位体比法と生態学的手法

による評価. 日本陸水学会第58回大会公演要旨集. p152.

15) 松原健司; 小峯誠; 依田光雄; 本間恵子; 杉森文夫 (1993) 手賀沼で越冬するカモ類の個体数変

動. 我孫子市鳥の博物館調査研究報告第2巻: 35-48. [手賀沼, カモ]

MOMOSE, Kuniyasu　百瀬邦泰　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　

1) Momose, K.; Inoue, T. (1993) Pollination and factors limiting fruit set of casmogamous flowers of an 

amphicarpic annual, Polygonum thunbergii (Polygonaceae). Res. Popul. Ecol. 35: 79-93.

NAKANO, Shin-ichi　中野伸一                     　　　　　　　　　   　　　　　　　

10) Tezuka, Y.; Nakano, S. (1993) Induction of Anabaena bloom by nutrient enrichment to the lake water 

collected from the south basin of Lake Biwa. Jpn. J. Limnol. 54: 85-90. [induction, Anabaena 

bloom, nutrient enrichment, Lake Biwa]

11) Miyajima, T.; Nakanishi M.; Nakano S.; Tezuka Y. (1993) An  autumnal bloom of a diatom 

Melosira granulata in a shallow eutrophic lake: physical and chemical constraints on its population 

dynamics. Arch. Hydrobiol. (in press).

12) Nakano, S; Miyajima, T.; Nakanishi, M.; Tezuka, Y. (1993) Abundance of algal picoplankton and 

heterotrophic flagellates in the south basin of Lake Biwa, with special attention to nutrient levels. 

Ann. Rept. Interdiscipl. Res. Inst. Environ. Sci. 12:55-63. [algal picoplankton, heterotrophic 

flagellates, south basin of Lake Biwa, nutrient levels]

13) Nakano, S. (1993) Carbon:nitrogen:phosphorus ratios and nutrient regeneration of a heterotrophic 

flagellate fed on bacteria with different elemental ratios. Arch. Hydrobiol. (in press).  [heterotrophic 

flagellates, bacteria, C:N:P ratios, nutrient regeneration]
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NOMA, Naohiko　野間直彦　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29) 野間直彦 (1993) 共に生きる鳥と樹木. In: 動物たちの地球 111. 広葉樹林 (ed. by  山岸 哲; 江

口和洋). pp. 10: 72-73.  朝日新聞社, 東京.

SAKUMA, Daisuke　佐久間大輔　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

8) 佐久間大輔 (1993) シイ林土壌表層での外生菌根菌によるパッチ形成. 第40回 生態学会講演要

旨集. pp. 173.

9) 佐久間大輔 (1993) 根系圏と外生菌根菌の分布. 日本菌学会第37回大会講演要旨集. pp.21.

10) Sakuma, D. (1993) Ectomycorrhizal colony as patch structure in forest floor. Abstracts of XV 

International Botanical Congress: 302.

TAYASU, Ichirou　陀安一郎    　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

1) 陀安一郎; 重定南奈子; 向井宏 (1993) モエビ類の共存におけるかくれがの効果と捕食者の役

割. 月刊「海洋」25: 283-287.

2) 安部琢哉; 陀安一郎 (1993) 空中窒素を“食べる”シロアリ－熱帯雨林のバイオリサイクル. 

岩波「科学」63: 781-788.

YANAGISAWA, Nao　柳沢 直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1) Yanagisawa, N. (1993) A study on relationship between vegetation and soil physical properties in 

secondary forests. Abstracts of XV International Botanical Congress: 302.

2) 柳沢直 (1993) 水を知る－植物との密接な関係12 水と土壌－土壌水分と土壌の物理的性質. In: 

園芸マニア, 1993年10月号 (ed. by 高木昭彦) pp. 32-33. 三心堂出版社, 東京.
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C. Guest Scientists 協力研究員

CHINZEI, Kiyotaka　鎮西清高　　　 　　　　　　　　　　　             　　　　　

1) Chinzei, K.; Seilacher, A. (1993) Remote biomineralization I: Fill skeletons in vesicular oyster shells. 

Neues Jahrbuch, Geol. Pal äont., Abh., vol. 190, nos. 2/3. pp. 185-197.

2) Seilahcer, A.; Chinzei, K. (1993) Remote biomineralization II: Fill skeletons controlling buoyancy in 

shelled cephalopods. Neues Jahrbuch Geol. Pal äont., Abh., vol. 190, nos. 2/3 pp. 198-212.

3) 鎮西清高 (1993) 進化の袋小路, エディアカラ化石群. 科学  63 (4): 209-213. 岩波書店.

4) 鎮西清高 (1993) 新第三紀における日本列島海域の古環境: 大型底生動物群から. In: 日本の地

質学100年. (ed. by 日本地質学会). pp. 272-280. 

5) 鎮西清高; 近藤康生; 松島義章 (1993) シロウリガイ化石の産状. In: 池子シロウリガイ類化石

調査最終報告書. (ed. by 横浜防衛施設局). pp. 97-121. 

6) 鎮西清高 (1993) 軟体動物に基づく古水温推定に関するコメント. 化石  55: 49-51. 日本古生物

学会.

EZAKI, Yasuo　江崎保男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     

1) Ezaki, Y. (1993) Discussion: community and social organization - morphology and function of 

linkages between organisms. In: Mutualism and community organization. (ed. by Kawanabe, H.; 

Cohen, J. E.; Iwasaki, K.) pp. 56-60. Oxford Univ. Press, Oxford.

2) 江崎保男; 中条正英; 平松山治 (1993) 日本におけるオナガミズナギドリ Puffinus pacificus 暗色

型個体の第２記録. 日本鳥学会誌 41: 19-22.

3) 江崎保男; 宮沢望 (1993) 京都大学周辺の市街地の鳥類の生息状況 (予報). 関西自然保護機構会

報 15: 13-23.
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HAGIHARA, Akio　萩原秋男　　　　　 　　    　　　　　　　　　　　　　　　

1) Hagihara, A.; Yamaji, K. (1993) Dimension relations of branches in hinoki ( Chamaecyparis obtusa 

(Sieb. et Zucc.) Endl.). Bull. Nagoya Univ. For. 12: 1-10.

2) Hagihara, A.; Yamaji, K. (1993) Interception of photosynthetic photon flux density by woody 

elements in a hinoki (Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Endl.) stand. Ecol. Res. 8: 313-318.

3) Hagihara, A.; Yokota, T.; Ogawa, K. (1993) Allometric relations in hinoki ( Chamaecyparis obtusa) 

trees. Bull. Nagoya Univ. For. 12: 11-29.

4) Kurachi, N.; Hagihara, A.; Hozumi, K. (1993) Canopy photosynthetic production in a Japanese larch 

forest. II. Estimation of the canopy photosynthetic production. Ecol. Res. 8: 349-361.

HARAGUCHI, Akira　原口 昭　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

1) Haraguchi, A. (1993) Phenotypic and phenological plasticity of an aquatic macrophyte Menyanthes 

trifoliata L. Journal of Plant Research 106: 31-35.

2) Haraguchi, A. (1993) Peat redox property and vegetation. In: Abstracts of XV International Botanical 

Congress. p. 295.

HAYAKAWA, Seiji　早川誠而　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　     

1) 早川誠而; 吉沢知展; 丸本卓哉; 江崎次夫; 岡部宏秋; 徐森雄 (1993) 被覆資材が土壌温湿度環境

におよぼす影響. In: 中日水土保持敷蓋資材応用検討会論文集. pp. 21-34.

2) Hayakawa, S.; Suzuki, Y.; Tani, H.; Yamamoto, H. (1993) Studies on Application of Geographic and 

Image Information to Environmental Analysis and Assesment Proceedings of the 

SINO-JAPANESE Symposium on Applications of Agrometeorology. pp. 221-235.

HINO, Shuji　日野修次　　　　 　　　    　　　　　　　　　　　    　　　　　

1) 有末二郎; 日野修次; 三上英敏; 今田和史; 川村洋司; 伊沢敏穂; 安富亮平 (1993) 湖沼における

環境保全と生物生産性に関する研究. 平成４年度北海道企画振興部共同研究報告. [一次生
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産, 環境保全, 貧栄養湖]

2) 日野修次; 高野敬志 (1993) フィコシアニン濃度の変動からみた湖沼におけるラン藻優占度の

推定. 水処理技術 34: 167-174. [湖沼, 植物プランクトン, フィコシアニン, ラン藻, 優占度]

HORI, Michio　堀 道雄　　　　　　　    　　　　　　　 　　　　　　　    　　

1) Hori, M. (1993) Frequency-dependent natural selection in the handedness of scale-eating cichlid fish. 

Science 260: 216-219.

2) Kohda, M.; Hori, M. (1993) Dichromatism in relation to the trophic biology of predatory cichlid 

fishes in Lake Tanganyika, East Africa. J.  Zool. 229: 447-455.

3) Matsuda, H.; Abrams, P. A.; Hori, M. (1993) The effect of adaptive anti-predator behavior on 

exploitative competition and mutualism between predators. Oikos 68: 549-559.
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□ さまざまなご意見のなか，いままで通りの編集による「奇妙な」目録の３巻目

をお目にかけます．作業はもっぱら安川久美さんにおこなっていただきました．

あつくお礼もうしあげます．

□ 協力研究者のみなさんのご協力と，センター・スタッフにあらたに加わった東

正彦氏の貢献（？）で，昨年より厚いリストとなりました．センター・スタッ

フの活発な宣伝活動（およびその皺よせ）が読み取っていただけることと存じ

ます．

□ 同時におこなった業績発表の様式に関するアンケートにも，多くの協力研究者

の方からご意見をお寄せいただいきました．ありがとうございました．意見分

布も幅広く多様なもので，来年からの方針を決めていく上の情報として活用さ

せていただきます．

編集担当: 甲山隆司　
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